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感動と感謝の気持ちあふれる卒業式に 善意の気持ちが形となって
公立高校の後期選抜入試も終わり、いよいよ卒業式 先日、能登市立町野小学校の校長先生から１通の手

を明日に控え、それぞれの学年で卒業式を成功させよ 紙が届きました。内容は以下に示していますが、以前

うという気持ちが高まっています。 生徒会が中心となって送った義援金のお礼でした。

そのような中、本日は３年生の修了式を行いました。 町野小学校は、地震の被害を受けて児童数が減り、

澤田烈士さんと小 また、その後の水害で校舎が浸水して使用できなくな

野琥太郎さんが代 り、隣町の小学校に避難していることが分かりました。

表で修了証を受け 義援金が自由に使えるように直接町野小学校宛てで送

取り、藤本吉乃さ 付しましたが、有効に使っていただいてうれしく思い

んが最後の発表を ます。そして何より「いつかは誰かの力になれる人に

行いました。修了 なろう」という助け合いの気持ちが町野小学校の子ど

証は３年生での学 もたちにも伝わっていることが、今回義援金を送るに

びの修了と同時に、 あたって意義のある取組であったことを表していると

中学校３年間、義 感じました。

務教育９年間の完 新生徒会においてもボランティア活動を大切にし

了を意味します。 て、何らかの形で社会に貢献できるような取組を行っ

これまでの学びを ていきたいと思います。

振り返ると同時に 手紙の原文はコピーして、教室掲示しています。ご

修了証を見せなが 協力いただいたご家庭にもお礼をと思い、お伝えしま

ら、家族へ何らか した。本当にありがとうございました。

の形で感謝の気持ちを表してほしいと伝えています。

明日の卒業式においても同様です。一人一人が胸を

張って堂々と卒業していく姿を期待します。そして、

その姿を通して保護者、在校生、お世話になった先生

方へ感謝の気持ちを伝えてほしいと思います。入退場、

返事、卒業証書授与、歌と表現する機会はわずかです

が、一つ一つのことを精一杯行って、感動と感謝の気

持ちがあふれる卒業式になることを願っています。

３年生保護者の皆様、これまで中学校に対し、ご理

解とご支援をいただき大変ありがとうございました。

今後とも中学校を温かく見守ってください。

温かく見守り育ててこられたお

子様の今日の門出に感慨もひとしおかと存じます。心

＜第２２回くまもと・子どもの美術展＞ よりお祝い申し上げます。また、これまで本校教育の
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